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【要約】 

 「打」という漢字は、常用漢字音訓表で「だ」という字音が示され、「打撃」「打開」「打破」など多

くの字音語を持つ。だが、古くは呉音で「ちょう」、漢音で「てい」、さらに禅宗とともに入ってきた

唐音では「た」と読まれていた。本稿では、「打」の新しい字音である「た」が江戸中期から明治中期

にかけて「だ」と表記されるようになっていったことを、中世から近代にかけての辞書の調査に基づ

いて述べる。また、日本語の字音として通常はより一般的な呉音・漢音を凌いで、唐音が常用字音と

なっていった過程を踏まえ、「打」字音の変化には、古くから伝わる語が新しい字音で読まれ始めるの

と、新しく造られた語が新しい字音で読まれるという、二つの段階があったことを論じる。  

 

 

１．はじめに 

 「打」は現代語で「だ」と読むが、そのもとになる字音が日本に入った当初は「た」だった。いつ

ごろ「だ」になったのか、というのが黒沢（2019）で残されたひとつの疑問であり、宿題だった。 

 現代の漢和辞典を見ると、「打」の字音として、次の三つが載っている。 

  常用  ダ  唐音1  

  字音  チョウ  呉音 

  テイ  漢音 

 「打」の音符「丁」を構成要素として持つ漢字の常用漢字字音は、「丁（チョウ、テイ）」、「頂（チ

ョウ）」、「停（テイ）」のように、呉音か漢音のどちらかであり、「亭（テイ）」のように唐音「チン（あ

ずまやの意）」を持つものでも、その唐音は常用字音となるには至っていない。 

 これに対し、「打」の字音として、「ちょう」「てい」の影は薄い。「打」という字を見て私たちが思

い浮かべる字音語は、「打撃」「安打」「打者」など、「だ」と読むものがほとんどだろう。現代日本語

書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）で「打」を含む字音語を検索してみると、表１のように、42 語中 40

語を「だ」と読む語が占めていることによっても、それは裏付けられる。少数派の呉音「ちょう」で

読む語は、頻度順でも、「打擲（ちょうちゃく）」が 34 番目、「金打（きんちょう）」が 42 番目である。 

 

 

 

 
1 「慣用音」とする辞書もある。慣用音は「呉音・漢音・唐音以外の、古来よく用いられている音」（湯沢

1987：84）。「打」の字音「だ」を本稿では藤堂（1980b）に従って唐音とする。 
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表 1：「打」を含む現代の字音語の使用頻度（BCCWJ・中納言）   （黒沢 2019） 

  語 頻度   語 頻度   語 頻度 

 1 打撃 1110  8 打破  322 15 打数  178 

 2 安打  840  9 打球  321 16 代打  170 

 3 打者  612 10 打倒  284 17 連打  156 

 4 打線  486 11 打点  281 18 強打  132 

 5 打開  392 12 打率  227  ．．．  ．．． 

 6 本塁打 373 13 打診  220 34 打擲   20 

 7 打席  365 14 二塁打  189 42 金打    2 

   ちょう      だ：野球や他の球技用語    だ：野球以外＋野球にも使う 

  

 ２．「打」の字音の歴史 

ここで、「打」の字音の歴史を振り返ってみたい。中国の隋唐音で/tieŋ/だったのが日本語で呉音「ち

やう」、漢音「てい」となった。もうひとつの隋唐音に/tɐŋ/があり、何らかの理由で韻尾/ŋ/が弱化して

落ち、/ta/になったと考えられる2。これが唐音として鎌倉時代に日本に伝えられ、「た」となる。なお、

隋唐音の再構音は王力による（『広韻』）。 

鎌倉時代に入ってきた「打」が「だ」ではなく「た」だったこと、室町時代を通じて「た」と認識

されていたことを示す事柄を四つ挙げておく。 

①南宋で「打」が/ta/と発音されていた。南宋（1127～1279）の孫弈（えき）の「示児篇」によると、

当時すでに ta と発音されて、語尾の ŋ の音は失われていた（藤堂 1980b）。また、南宋の字書『六書

故』（13 世紀）では「打」の発音を/ta/としている。これは反切が「都假切」（tu の頭子音 t、ka の韻母

a を組み合わせて字音を表す）であることによる（『康煕字典』1716）。  

②禅僧が伝えた禅宗で、ただひたすら坐禅することを「只管打坐・祗管打坐（しかんたざ）」という。

道元が南宋で如浄禅師との問答で教えを受け、その重要さを繰り返し説いたことが『正法眼蔵（しょ

うぼうげんぞう）』（1231-53）、『正法眼蔵随聞記』（1235-38）、『宝慶記』（道元宋留学時に如浄禅師と交

わした問答の記録）などによってわかる。これは現在でも「だざ」ではなく、「たざ」と読む。  

③道元の『乾坤院本正法眼蔵（七十五巻本）』につけられたふりがなは延べ 777 字に及び、田島

（1977:163-164）によれば、大部分が親本から写された本来のものであるという。そのうち「打」を含

む字音語のふりがなは、次のように「タ」か「タア」である。 

  打牛   タニウ 牛を打つ  打併  タヒム きちんと並べて掛ける 

  打湯桶 タタウツウ 湯桶  打破  タアホヲ 打ち破る 

 この『正法眼蔵』の他の語のふりがなには、濁音表記が一定していないものもあり（例：愚人 グ  

愚 ク）、その点からは、タというふりがながあるだけでは不十分と言えるが、①、②から「た」だと

するのが妥当だろう。 

④『日葡（にっぽ）辞書』（1603-04）で「打」を含む字音語は、ポルトガル語式ローマ字で、例えば、

「打破」Tafa のように綴られている。他の「打」字音語も第 5 節で詳述するように、「打」が Ta と書

かれており、ポルトガル語が有声無声を区別する言語であることから、室町時代にも/ta/と読まれてい

 
2 現代中国語はピンイン表記が da だが、この d は無声無気音で、IPA では /ta/ になる。 
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たと考えることができる。『日葡辞書』は、イエズス会宣教師数名の共編、長崎学林刊。約 32,800 の日

本語を採集し、ポルトガル語で語釈した辞書で、宣教師らの日本語修得の便を図ったものである。そ

のローマ字綴りから、当時の日本語の発音がわかり、室町時代語研究上もっとも重要な資料の一つ（『日

本国語大辞典』）である。編集には複数の日本人も関与した（森田 1993:14）。ポルトガル語の語釈部分

を日本語にした土井・森田・長南編訳（1980/1992）『邦訳日葡辞書』がある。 

 

３．同一の漢字に清濁両方の字音があるのは、どんな場合か 

ここで、同一の漢字に清濁両方の字音があるのは、どのような場合かを見ておきたい。 

その類型には、次の五つがある。字音は歴史的仮名遣いで示す。 

 

①呉音が濁音、漢音が清音    

     呉音  漢音       呉音 漢音 

 学  がく  かく   群 ぐん くん 

 財   ざい  さい   示   じ し  

 上  じやう しやう   善 ぜん せん 

 大・台  だい  たい   道 だう たう  

    

②呉音が濁音、漢音が清音、慣用音が清音 ③呉音が濁音、漢音が清音、慣用音が濁音 

 呉音 漢音 慣用音   呉音 漢音 慣用音 

平 びやう へい ひやう  実 じち しつ じつ 

評 びやう へい ひやう  同・動 づう とう どう 

負 ぶ ふう ふ  抜・罰 ばち はつ ばつ 

     別 べち へつ べつ 

 

④呉音・漢音が濁音、慣用音が清音  ⑤呉音・漢音が清音、慣用音が濁音 

 呉音 漢音 慣用音   呉音 漢音 慣用音 

 危 ぐゐ ぐゐ き  犠 き き ぎ   

 研 げん げん けん  軍 くん くん ぐん   

 験 げむ げむ けん  次 し し じ    

     土 つ と ど  

      妨 はう はう ばう  

  

 ①は、唐代長安音が無声化し、それを漢音が反映して清音になったものである（藤堂 1980a：169、

沼本 1986：19-21）。日本語の呉音と漢音の違いは、中国語音の変化に原因がある。②、③も呉音（濁）

と漢音（清）の関係は①と同じだが、②は呉音を清音化した字音、③は漢音を濁音化した字音が通用

している。呉音でも漢音でもない形をとるため、慣用音とされる。 

 一方、④は中国語音を反映していれば濁音になるはずなのに、清音が通用していて、それが慣用音

と呼ばれているもの、⑤は、その反対に、中国語音を写せば清音になるべきところ、濁音が一般的に

使われているものである。なお、④の「験」は「げん（霊験）」、⑤の「次」は「し（例：次第）」、「土」
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は「と（例：土地）」という、有声無声に関して中国語音に忠実な字音も常用漢字音訓表の字音となっ

ている。なぜ、慣用音が生じたのかは、よくわかっていない3。その点は、「打」が「た」でなく「だ」

と読まれるようになったことへの疑問と共通する。「打」の「た」から「だ」への変化は、⑤の類型で

あると言えるだろう。「だ」を辞書によっては「慣用音」としているのも、「だ」では中国語音 /ta/ か

ら説明がつかないことに理由があるものと思われる。 

 

◆「打」 

 呉音 漢音 唐音 

 打１ ちやう てい  

 打２  （たう） た → だ 

 

４．「打」字音表記の調査 

４．１ 日本語歴史コーパス（CHJ） 

 「打」の読みについて、日本語歴史コーパス（CHJ）の 1894 年の用例「舊來のものは盡く打破せら

れたり。」（女学雑誌）に「だは」とふりがながふられており、遅くともこの時期には「打」が「た」

でなく「だ」と読まれていたことがわかる（黒沢 2019）。 

 今回、改めて CHJ の奈良時代から江戸時代まで（含まれているのは『万葉集』から人情本までの文

学作品）を対象に、書字形「打」が何と読まれているかを調べた結果、1858 件中、1844 件は訓読語（う

つ、ぶつ等）であった。字音語は 14 件のみで、13 件は「打擲」など「ちょう」と読むものだった。残

る 1 件が「打毬楽」という雅楽の曲名で、『源氏物語』「蛍」の巻に出てくる。CHJ の本文は小学館『新

編日本古典文学全集』に基づき、「打毬楽」には、「たぎうらく」とふりがなが振られている。 

 だが、『新編日本古典文学全集』の『源氏物語』で「蛍」の巻が底本としている大島本4の翻刻資料5を

見ると、ただ「打毬楽」と漢字表記されており、かな書きではない。「たぎうらく（現代仮名遣いで「た

ぎゅうらく」）」は現代日本語の辞書の見出し語であり、現時点から見た、その語の標準的な読みでは

あるが、大島本がつくられた室町時代なり、『源氏物語』が書かれた平安中期の、この語のかな表記を

直接表しているという保証はないことになる。（５．３参照） 

 日本語歴史コーパスの奈良～江戸時代を対象にした、この小調査では、「打」が「た」あるいは「だ」

と表記されていたことの確実な例がない、この結果からは、「た」から「だ」への変化の時期は特定す

ることも絞り込むこともできないことになる。そこで、本稿では、日本語歴史コーパスを離れ、対象

を中世から近代にかけてつくられた辞書とし、「打」字音語がかなでどう表記されているかの調査を行

った。以下、その調査と結果について述べる。 

 

４．２ 辞書における「打」字音表記 

４．２．１ 調査方法および調査対象の辞書 

 辞書の見出し語中、「打」を含む字音語の読み、あるいは「打」という単漢字の字音がかなでどのよ

 
3 松井（1976：38）は、連濁音の恒常化や同じ音符を持つ他の漢字の字音からの類推を原因として挙げる。 
4 底本は、凡例によれば、伝定家筆本・伝明融筆臨模本・飛鳥井雅康筆本（古代学協会所蔵、通称「大島本」）

等である。このうち、伝定家筆本・伝明融筆臨模本には「蛍」の巻が残存していないので、「蛍」の主たる

底本は「大島本」だということになる。 
5 翻刻は、渋谷栄一「源氏物語の世界」http://www.sainet.or.jp/~eshibuya/original25.html による。 
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うに表記されているかを調べた。例えば「打破」なら「たは」か、「だは」かに注目する。また、「打

擲（ちやうちやく）」のように「ちやう」と書かれている見出し語も検索した。近世には「ちやう」が

「てう」と混同されて、「てう」と表記されていることもあるため、それも含めた。なお、辞書によっ

て、ひらがな表記とカタカナ表記とがあるが、本稿では見やすさを重視し、ひらがな表記に統一した。 

 調査対象の辞書は、表 2 に示すように、33 冊で、種類は国語辞典、漢和辞典、対訳辞典などである。

辞書の選定に当たっては、国語学会編（1976）、吉田（1971）、山田（1978）、今野（2012）、佐藤（2019）、

佐藤6、小川（2020）などを参照した。 

 中世、近世の表記では、濁点標示が必ずしも現代と同じではない7。だが、「打」が『日葡辞書』（1603-04）

において、「打破」などの「打」が有声無声を区別するポルトガル語式ローマ字で ta と表記されてい

ることから、それ以前の辞書で「た」とふりがなをふっているものは、/ta/と同定することができる。

また、「だ」というふりがなであれば、/da/と認められる。問題となるのが『日葡辞書』以降、「だ」が

出現するまでの期間の辞書の「た」表記である。そこで、本調査では、次の手順で、濁点標示の信頼

度の高い辞書を選択した。 

 まず、本調査の国語辞書で最も古い『下学集』（1444）で濁点標示が現代と異なる見出し語のうち、

現代と異なる基準で清濁が選ばれた可能性のあるものを除く。例えば、一般に通用している呉音や慣

用音とは別に、漢籍を読む際の読書音として漢音を載せた8可能性のある「群（くん）」「概（かい）」「実

（しつ）」などは対象外とする。また、連濁も現代とは異なるものが少なくないため、対象としない。

それに対して、「言」「聞」などは、こうした制約外にある。『下学集』（1444）において、この類の字

に濁点のない語を選び、1611～1743 年の 7 種類の国語辞書で濁点の有無を調べ、その語が見出し語に

ある場合、すべて濁点標示をしている辞書 6 種類（表 2 の 16～21 番）を対象とした。調査したのは次

の 13 語である。濁音標示の有無を調査した字を太字、濁点がふられた場合の表記を（ ）内に示す。 

  母儀（ぼぎ） 儒者（じゆしや） 綸言（りんげん） 除目（ぢもく・ぢよもく・じよもく） 

  極心（ごくしん） 雅意（がい）  狂言（きやうげん）   優曇華（うどんげ）  

  如在（じよさい）  風聞（ふうぶん、ふぶん）   助成（じよじやう）   

  華美（くわび、くはび）  厳重（げんでう、げんぢう等） 

 この結果、「打」字音語ふりがな調査に使用する辞書は、表 2 に掲げる 33 種となった。本調査には、

『邦訳日葡辞書』を除いて、インターネット上に公開されている電子版を活用した。本稿に掲げた画

像は、画像の転載・二次利用を許可する旨明示されているもの、クリエイティブ・コモンズ・ライセ

ンスの表示があり、トリミングなどを含め、使うことのできるものである。 

 

 
6 「辞書の世界 江戸時代篇」https://www1.gifu-u.ac.jp/~satopy/rekishi.html  
7 沼本（2013：201-204）は、訓点資料を中心とする調査で、濁点が現在のように仮名の右肩に加点される

ようになっていった経過について、1400 年代後半に例があり、1550 年頃急増、1600 年前後に定着したとし

ている。濁音標示の歴史（梵語で書かれた陀羅尼経の音読の際使われた、「駄 da」「婆 ba」などの濁音仮名、

それがさまざまな形の濁点、濁声点に置き換えられていった）については、沼本（1986、1992、1993）にも

詳しい。 
8 松井（1976）によれば、延宝 2（1674）年版の『聚分韻略』では、それより古い版と異なり、「学カク」「時

シ」などに濁点だけでなく清音符号「゜」も加点されているが、それは近世前期、一般に通用していた濁音

形（呉音あるいは慣用音）のほかに、清音形（漢音）が漢文訓読に用いる読書音として行われていたこと、

そのような当時の漢字音を表示することに訂補者が留意していたためである。なお、清音符号「゜」だけの

加点は、『文明本節用集』（室町中期）にも見られ、不濁点と呼ばれる。その機能は、やはり漢籍の訓読文中

に用いられる漢音を正確に標示し、注意を喚起することにあったという（こまつ 1970、中田 2006）。 
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表 2：「打」字音語ふりがな調査対象の辞書 

 種類 辞書名 写本 

刊本 

活版 

西暦 和暦  電子化資料の所蔵 

1 漢和 字鏡集 写 1245 以前 寛元 3 以前 国会図書館 

2 平仄 平他字類抄 100168889 写 1299 頃 正安 1 頃 大和文華館 

3 国語 下学集 100000565 写 1444 文安 1 序 筑波大学 

4 国語 文明本節用集/雑字類書 写  － 室町中期 国会図書館 

5 国語 明応本節用集 写 1496 明応 5 花押 国会図書館 

6 国語 尭空本節用集 100231613 写  － 室町 宮内庁書陵部 

7 国語 下学集（国会亀田本） 写  － 室町末期 国会図書館 

8 国語 饅頭屋本節用集 刊  － 室町末期 国会図書館 

9 国語 節用集 写  － 室町末期 国会図書館 

10 国語 伊京集 写  － 室町末期 国会図書館 

11 韻書 聚分韻略 写 1493 の版

を 1547 転

写 

明応 2 の版を 

天文 16 に転

写 

国会図書館 

12 国語 運歩色葉集 写 1571 元亀 2 書写 京都大学 

13 国語 易林本節用集 200003097 刊 1597 慶長 2 跋 国文学研究資料館 

14 漢字 落葉集 刊 1598 慶長 3 刊 国文学研究資料館学

術情報リポジトリ 

15 対訳 日葡辞書 活 1603-04 慶長 8-9 刊   ―― 

16 国語 節用集 刊 1611 慶長 16 刊 国会図書館 

17 国語 下学集 200005828 刊 1617 元和 3 刊 国文学研究資料館 

18 国語 新版合類節用集 100159199 刊 1680 延宝 8 刊 名古屋大学 

19 国語 和漢音釈書言字考 

合類大節用集 

刊 1717 享保 2 刊 早稲田大学 

20 国語 倭節用悉改嚢 100206215 

ﾔﾏﾄｾﾂﾖｳ ｼｯｶｲﾌﾞｸﾛ 

刊 1741 元文 6 刊 兵庫県青山歴史村 

 

21 国語 女節用集罌粟嚢 100183570 

ｵﾝﾅｾﾂﾖｳｼｭｳ ｹｼﾌﾞｸﾛ 

刊 1743 寛保 3 刊 茨城県立歴史館 

22 国語 蘭例節用集 刊 1815 文化 12 跋 国会図書館 

23 国語 いろは節用集大成 100216015 刊 1816 文化 13 刊 弘前市立弘前図書館 

24 国語 文章仮字用格雅俗早引節用

集 ﾌﾞﾝｼｮｳｶﾅﾂﾞｶｲ 

200004491 

刊 1830 天保 1 跋 国文学研究資料館 

25 国語 永代節用無尽蔵 

100241722 

刊 1831 

1849 

天保 2 新刻 

嘉永 2 再刻の 

味の素食の文化セン

ター 
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改正増補四刻 

26 国語 万代早引節用集 200006696 

ﾊﾞﾝﾀﾞｲﾊﾔﾋﾞｷｾﾂﾖｳｼｭｳ 

刊 1849  

1850 

嘉永 2 成立 

嘉永 3 刊 

国文学研究資料館 

27 国語 改正増補江戸大節用海内蔵 

ｶｲﾀﾞｲｸﾞﾗ  200004490 

刊 

 

1861 文久 1 序 国文学研究資料館 

28 対訳 和英語林集成 第 3 版 活 1886 明治 19 刊 明治学院大学 

29 国語 和漢雅俗いろは辞典 活 1889 明治 22 刊 国会図書館 

30 国語 言海 活 1889-91 明治 22-24 刊 国会図書館 

31 対訳 和英大辞典（ﾌﾞﾘﾝｸﾘｰ） 活 1896 明治 29 刊 国会図書館 

32 対訳 日台大辞典 活 1907 明治 40 刊 国会図書館 

33 漢和 漢和大辞林 活 1910 明治 43 刊 国会図書館 

辞書名欄の番号を < https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/> に続けて入力すると、新日本古典籍データベー

スの画像が検索できる。それ以外の辞書画像は、辞書名欄・所蔵欄の情報、和暦等によって検索する。 

 

４．２．２ 抽出した「打」字音語 

 本調査では、「打」の字を含む字音語を基本的に目視で見出し語から抽出した。表 2 の辞書中 4、14、

15 は索引、30 は『日本近代辞書・字書集』も用いて検索した。その結果、得られた単漢字「打」およ

び「打」字音語のうち、4 冊以上の辞書に載っているものとその掲載辞書数を表 3 に示す。 

 

表 3：抽出した単漢字「打」および「打」字音語 

 見出し語 現代語辞書の読み      意  味 掲載 

辞書数 

 1 打 だ・ちょう・てい うつ。また動詞の上について...する意を示す  15 

  2 打球 だきゅう →打毬9   4 

  2 打毬 だきゅう 毬を打つ競技、舞楽名の一部（打毬楽）   5 

  3 打成一片 たじょういっぺん 一心不乱であること  23 

  4 打破 だは 打ち破ること。負かすこと。また、障害とな

っていたものを取り除くこと。 

  9 

  5 打飯 たはん 僧が食事を作ること。また、僧の食事。  11 

  6 打撲 だぼく 打つこと。また、それによってできる傷。  5 

  7 打眠衣10 ためんごろも 平常着る衣服。特に僧が寝るときに着る衣。  22 

  8 雨打・雪打 ゆた （禅宗建築でいう）裳層（もこし）。雨戸。  17 

  9 金打 きんちょう 誓約の作法。太刀、鍔、鉦（かね）、鏡などの

金属器を打ち合わせて行われる。 

  9 

 10 毬打11 ぎっちょう 毬を打つ杖（棒）の玩具。また、この杖で毬   9 

 
9 「野球などで球を打つこと、打った球」は明治以降に加わった意味。本調査では「打毬」と同義に使われ

る「打球」を指す。 
10 「打眠衣」の「眠」は隋唐音 /mien/、呉音「めん」。「みん」と読むのは慣用音。 
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を打つ遊戯。 

 11 打擲 ちょうちゃく なぐること  19 

 12 面打 めんちょう 顔面を打つこと   5 

 

 表 1 と表 3 を比べて見るとわかるが、今回「打」のかな表記を調べるために用いた見出し語は、「打

破」「打撲」を除いては、現代の言語生活であまり使われないものとなっている。今日よく使われる「打

開」「打撃」「打倒」「打診」などは、今回調査した範囲では、明治になってからの辞書の見出し語に現

れるものの、その掲載辞書数は 1 種から 3 種までに限られていた。一方、表 3 のうち、「打成一片」「打

破」「打飯」「打眠衣」「雨打・雪打」は、禅宗由来の語だが、中世から近代初めにかけての辞書には、

よく見出し語として採られている。 

 

４．２．３ 検索方法：中世～近世の国語辞典の引き方 

 現代語の辞書であれば、見出し語が 50 音順に並び、それ以外の要素は入ってこないものだが、中世

から近世にかけての国語辞典における見出し語の配列は、それとはだいぶ異なるものだった。意義分

類がいろは順と組み合わされたものが多く、いろは順だけを配列の基準とする辞書は、なかなか現れ

なかった。時代を追って見ていくと次のようになる12。なお、ふりがなは歴史的仮名遣いで示す。 

 

① 意義分類のみ（例：『下学集』1444） 

 『下学集』（1444 成立）では、天地、時節、神祇、人倫（人間関係）、官位、人名、家屋、気形（生

き物）、支體（手足と身体）、態藝、絹布、飲食、器財、草木、彩色、数量、言辞、畳字の 18 の門に分

類されている13。例えば、「宇宙」は天地門、「父母」は人倫門と見当をつけて探す。「打」の字音語で

は、「打眠衣」が絹布門、「打成一片」が言辞門にある。門の中は、「宇宙」の後に「銀河」、「父母」の

後に「垂乳根（たらちね）」が来るなど、関連のある語がまとめられている一方、その並び方には、い

ろは順のようにひと目でわかる基準があるわけではない。また、この門立てを見ると、具体的な物の

名を見出し語とするものが多い。抽象的な事象を表す語は、態藝（例：臆病）、言辞（例：必然）、畳

字（例：超越）に多く含まれている。が、現代語の辞書と異なり、機能語は見出し語に取り上げられ

ていない。 

 

② 頭字のいろは順 － 意義分類14（例：『文明本節用集』室町中期） 

 図 1 に例を示す。「い」で始まる見出し語が意義分類の門ごとに表示されている15。「氣（イキ）」「息

（同）」は「支體門」、「飯（イゝ）」は「飲食門」、「衣裳（イシヤウ）」「衣類（＿ルイ）」は「絹布門」

のように分類されている。「飲食門」の「亥子（イノコ）」には、十月の亥の日に餅を食べる行事の意 

 
11 漢字表記が「毬杖」となっているものは数えていない。 
12 佐藤（2019：106-115、323-325）および「節用集の世界－さまざまな検索法」には、より詳細な分類が示

されている。 
13 意義分類による字書としては、中国漢代の『爾雅』、日本平安中期の『倭名類聚抄』などがあり（山田 1978：
85-92）、『下学集』もその流れを受け継いだものである。 
14 近世前期まで、②の検索法が中心だった（佐藤 2019：107）。 
15 いろは順と意義分類が組み合わされたものとしては、平安時代の『色葉字類抄』が先行の辞書として挙げ

られる（山田 1978：116-117）。 
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味について、引用によって詳細な注釈が加えられている。 

 

③ 意義分類 － 頭字のいろは順 

（例：『新版合類節用集』1680、『和漢音釈書言字考 

合類大節用集』1717） 

 ②と反対に、まず意義分類をし、各門内に頭字の

いろは順で見出し語が表示される。 

 

④ 頭字のいろは順 ― 見出し語のかな文字数順

― 意義分類順（例：『いろは節用集大成』1816） 

 見出し語をかなで書いたときの字数を検索の手

立てとして取り入れている。例えば、「打破」なら 2

文字であるから、「た」部－2 文字－言語門という順

番で探すことができる。 

 

 

図 1：「い」部「支體門」「飲食門」「絹布門」（『文明

本節用集（雑字類書）』国会図書館蔵） 

 

⑤ 頭字のいろは順 ― 見出し語のかな文字数順 ― 2 文字目のいろは順 ― 3 文字目のいろは順．．． 

  （例：『文章仮字用格（ぶんしょうかなづかい）雅俗早引節用集』 1830） 

 ④と同様、見出し語のかな文字数を取り入れている。4 と違うのは、意義分類をせず、代わりに 2

文字目以降もいろは順に並べた点である。例えば、「大恩教主（だいおんけうしゆ。釈迦の尊称）」と

「打成一片（たしやういつへん。一心不乱）」は、どちらもかな 8 文字だが、2 文字目の「い」と「し」

では、いろは順で「い」のほうが先なので、見出し語の順も「大恩教主」が先になる。 

 

⑥ いろは順のみ（例：『和漢雅俗いろは辞典』1889） 

 最後に、意義分類もかな文字数も使わず、いろは順（2 文字目以降も）だけを基準として見出し語を

配列する辞書が現れる。現代の 50 音順に相当する。 

 

５．「た」から「だ」への変化 調査結果 

５．１ 結果 

 初めに結論を述べると、「打」のふりがなが「た」から「だ」へと変わっていくのは、江戸中期から

明治中期にかけての約 150 年あまりの期間である。ふりがな「だ」の最も早い例が 1741 年刊『倭節用

悉改（やまとせつようしっかいぶくろ）』の「打飯（だはん）」と「打眠衣（だめんごろも）」、「た」の

最も遅いものが 1896 年刊『和英大字典』の「Tajōippen（打成一片）」であり、その間に出た各辞書の

「打」字音語には、「た」と「だ」が混在する。以下、見出しごとに詳細を述べる。 

   

５．２ 単漢字「打」の字音 
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 単漢字「打」の字音は、漢和辞典や韻書のほか、一部の国語辞典にも載っている。国語辞典の場合、

単漢字を見出しに挙げているものもあるが、それ以外に、熟語の右側にその語の読み、左側に漢字ご

との音訓を付すものがあり、表 4 に示す字音には、そこから取ったものも含まれる。焦点である「た」

は青字で、「だ」は赤字で示す。なお、辞書名は一部略称とする。 

 

表 4：単漢字「打」の字音 

鎌倉 鎌倉末期 室町中期 室町末期 室町末期 江戸 

1245 以前 1299 1474 以降 1493/1547 転写 1598 1741 

字鏡集 平他字類抄 文明本節用集 聚分韻略 落葉集 倭節用悉皆嚢 

ちやう 

てい 

 

てい 

 

てい 

ちやう 

てい 

ちやう てう 

 

 

江戸 江戸 江戸 江戸 江戸 明治 明治 

1816 1830 1849 1849 1861 1907 1910 

いろは節用

集大成 

文章仮字 

用格 

永代節用 

無尽蔵 

万代早引 

節用集 

江戸大節用

海内蔵 

日台大辞典 漢和大辞典 

 

 

た 

だ 

ちやう 

 

たう 

てう 

てい 

た 

 

てい 

たう 

だ 

 

 

た 

だ 

ちやう 

てい 

た 

だ 

ちやう 

てい 

て 

だ 

 

 表中「てう」とあるのは、当時「ちやう」との発音の違いが失われていたため、仮名遣いにも混乱

があったことによる。沼本（1986: 253、287）によれば、二つが拗長音化して同じ発音になるのは江戸

時代に入ってからだという。「打（ちやう）」字音語の「毬打（ぎつちやう）」「打擲（ちやうちやく）」

にも、江戸期の辞書に「ぎつてう」「てうちやく」といったふりがなが見られる（５．10 参照）。また、

「たう」とあるのは、/ta/の古形/taŋ/に相当するようだが、実際にこの字音を持つ熟語は見当たらない。 

 ５．３以降で見るように、実際には『文明本節用集』にも『落葉集』にも、「た」とふりがなをふら

れた見出し語が少なからず存在するにも拘わらず、1741 年の『倭節用悉皆嚢』に至っても、単漢字の

字音としては掲載されていない。呉音「ちやう」や漢音「てい」などばかりが掲げられるのは、「た」

が一字音として安定した地位を得ていなかったためかと思われる。単漢字の字音に「た」が出てくる

のは、江戸後期、1816 年の『いろは節用集大成』からである。その後、「た」と「だ」が並記されたり、

どちらか一方だけだったりする状態が明治末の『日台大辞典』まで続く。 

 

５．３ 打球・打毬 

 『日本国語大辞典』によれば、野球における「打球」の初出は 1905 年だが、「打球」ということば

自体は古くは「打毬」と同義で、ペルシア起源、大陸伝来の、毬を棒で打つ競技を意味する。万葉集

に「数王子及諸臣子等 集於春日野 而作打毬之楽（6-949 左注）」という用例がある。ここでは「打

球」と「打毬」をひとまとめにして、ふりがなを見ることにしたい（表 5）。表中* が「打球」を指す。 
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表 5：打球・打毬 

室町中期  室町 1849 1886 1889 1889-91 1896 1907 1910 

文明本 

節用集* 

尭空本  

節用集* 

万代早引

節用集 

和英語林

集成* 

和漢雅俗い

ろは辞典* 

言海 和英 

大辞典 

日台 

大辞典 

漢和 

大辞林 

ちやう ちやう だ D だ だ D  だ だ 

 

 室町時代の辞書では、「ちやうきう」のように、「打」に「ちやう」の字音が充てられている。「打球・

打毬」が万葉の時代からある語だとすれば、唐音として禅宗とともにもたらされた「た」ではなく、「ち

やう」のような、より古い字音で読んでいたと考えるのが自然であろう。一方、江戸後期から明治に

かけては、「だきう」、dakyū としてあり、「ちやう」「た」と読むものはない。（４．１参照） 

 このことばは、江戸前期の国語辞書に記載が見当たらない。江戸末期から明治にかけての辞書に集

中して出てくる。また、「打」のふりがなも室町時代が「ちやう」で、江戸末期から明治にかけては「だ」

が付されている。間にブランクがあり、ふりがなもこのように変わるのは、なぜだろうか。 

 今、ここで Japan Knowledge で「東洋文庫」を対象に「打毬」を検索し、江戸から明治にかけての日

本の記事を見ると、おおよそ次のようなことがわかる。1715 年跋の百科事典『和漢三才図会』では、

毬打（まりうち）は日本で小児の遊戯となったが、近年では行われなくなったと解説している（『和漢

三才図会 4』p.103）。また、江戸中期の『貞丈雑記』という有職故実の本には、打毬は 9～10 世紀に朝

廷で行われたが、久しく絶えていたこと、享保年間（1716～1736）に将軍家で復活させたことが記さ

れている（『貞丈雑記３』pp.326-327）。このときの将軍、徳川吉宗は「武芸として復興し、各藩に奨励

したという16」。そして、藩校の教科にもなり（『日本教育史』巻下 pp.51-52）、将軍慶喜や幕臣は普段

は徒歩打毬を楽しんでいた（『昔夢会筆記 徳川慶喜回想談』p.4、p.220、『徳川慶喜公伝』巻 3 pp.164-165、

p.292、p.302、p.324）。明治になってからの日本でも打毬は健在で、グリフィスの『明治日本体験記』

（The Mikado’s Empire）には、明治初年、多くの観衆が見物する騎馬打毬を「馬上のホッケー」にたと

え、試合の一部始終を具体的に綴っている。明治 17（1884）年には、自由民権運動の自由党員が大運

動会を催したが、綱引き、旗奪いなどのほかに打毬も行われた（『加波山事件』：221）。チェンバレン

の日本小百科事典『日本事物誌』（Things Japanese）にも第 5 版（1905）まで打毬が取り上げられてお

り（『日本事物誌』：354）、第 5 版原文を見ると、polo という見出しの下に、打毬のルールが極めて詳

細に記されている（Chamberlain 2013）。 

 このように、打毬は、日本で一旦途絶えたものが江戸中期に復活され、明治時代にも行われていた。

江戸末期以降の辞書にこの見出し語が再び現れるのは、そ

の反映であろう。また、江戸末期は、単漢字の字音として

も「だ」が登場する時期であり、「だきう」、dakyū と綴ら

れているのは、「打」の字音として「だ」が一般的になって

きていたことを示すと考えられる。 

 

図 2：打毬図（1860）和歌山市立博物館蔵 

 
 16 「文化遺産オンライン」の「打毬図」（図 2）の解説による。    
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５．４ 打成一片 

 「打成一片（たじょういっぺん）」は、表 6 に示すように、江戸後期に「だ」が現れ、「た」と混在

する。「だ」が出て来てからも「た」で載せる辞書が少なくないのは、慣用句として「たじやういつへ

ん」という形がいきわたっていたからであろうか。また、参照した先行辞書にある形を載せたという

理由も考えられる。例えば、『和英語林集成』編纂時にヘボンが参照した辞書に『日葡辞書』『永代節

用無尽蔵』があり（飛田 1965）、「打成一片」での「た･だ」の選択は三者で一致している。  

 

表 6：打成一片 

室町 1603 1611～ 

1717 

1815 1816 1830 1849 1861 1886 1889 1896 

辞書 

10 種 

日葡 

辞書 

辞書 

4 種 

蘭例 

節用集 

いろは 

節用集 

文章仮

字用格 

永代節

用 

江戸大

節用 

和英語

林集成 

和漢 

雅俗 

和英 

大辞典 

た T  た だ だ た た だ T  た T  

 

        室町時代から江戸中期にかけて 

      「た」、T が使われており、「だ」の 

     初出は 1815 年の『蘭例節用集』で 

     ある。なお、この辞書には「ぺ」と 

     いう半濁音標示も行われている。 

     『日葡辞書』に ippen とあり、そ 

     う発音されていたことは明らかだ 

        が、仮名表記には、その後も反映さ

    図 4：だじやういつぺん れず、また、『蘭例節用集』以後の 

図 3：タジヤウイツヘン     『蘭例節用集』1815      江戸時代の国語辞書でも「へん」と 

『文明本節用集』室町中期     「それのみ」と注釈      なっている。再び「ぺん」と表記さ                       

国会図書館蔵       国会図書館蔵   れるのは、1889 年の『和漢雅俗いろ 

             は辞典』まで待たなければならない17。 

 

５．５ 打破 

 「打破」は道元の『正法眼蔵』で「とらわれ（思い込み）を打ち破る」という文脈で使われた禅宗

のことばである。『日葡辞書』に「Tafa タハ 打破 Vchiyaburu（うちやぶる）」と出ており、その後

江戸中期の辞書にも「たは」とふりがながふられている。本調査での「だは」の初出は 1815『蘭例節

用集』だが、その後の江戸期の辞書には「たは」が採られ、再び「だ」となるのは明治に入ってから

である（４．１参照）。なお、「は」のローマ字が fa となっているのは、室町期「は」が両唇摩擦音だ

ったことを示している。 

 

 
17 室町末期以後ハ行子音が唇音から喉音になったことから、それまで同じ音韻として把握されていた p が別

の音韻と認識されるようになる。半濁点はその記述のために唐音資料の影響下に成立した。仮名通りの発音

でないことを表す注意符号だった「゜」がパ行専用となり、1830~40 年頃定着した。（沼本 2013:205-252） 
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表 7：打破 

室町中期  1598 1603 1717 1815 1816 1861 1889 1910 

文明本 

節用集* 

落葉集 日葡 

辞書 

合 類 大

節用集 

蘭例 

節用集 

いろは 

節用集 

江戸大 

節用 

和漢 

雅俗 

漢和 

大辞林 

た た T  た だ た た だ だ 

      

           

           

           

           

           

           

図 5：打破 だは   図 6：打飯 たはん  図 7：打飯 だはん 

『蘭例節用集』1815  『永代節用無尽蔵』1849  『万代早引節用集』1849 

国会図書館蔵   味の素食の文化センター蔵  国文学研究資料館蔵 

 

５．６ 打飯 

 「打飯」は僧が食事を作ることで、禅宗の用語である。1741 年の『倭節用悉皆嚢』に「だはん」の

早い例が見えるが、成句中に「たはん」とし、一定しない。その後の江戸時代の辞書には「た」と「だ」

が混在している。 

 

表 8：打飯 

室町中期 1571 1680 1717 1741 1743 1816 1849 1849 1861 

文明本 

節用集 

運歩 

色葉集 

合類 

節用集 

合類大 

節用集 

倭節用 

悉皆嚢 

女 節 用

集 

いろは 

節用集 

永代 

節用 

万 代 早

引節用 

江戸大 

節用 

た た た た た/だ た だ た だ た 

 

５．７ 打撲 

 「打撲」は『日本国語大辞典』を見ると『養生訓』（1713）に初出があるが、今回の辞書調査では、

明治になってから見出し語に現れる。1889『和漢雅俗いろは辞典』、1889～91『言海』、1896『和英大

辞典』、1907『日台大辞典』、1910『漢和大辞林』の 5 種の辞書で、すべて「だぼく/Daboku」となって

いる。 

 

５．８ 打眠衣（ためんごろも） 

 「打眠衣」は、普段着、特に僧が寝るときに着る衣を指す。『下学集』（1444）に「褻（け）の衣也」

と注釈があり、それが『文明本節用集』や『日葡辞書』（Qeno coromo）にも受け継がれている。 

 「打飯」同様、1741 年の『倭節用悉皆嚢』に「だ」の早い例が見える。その後、「た・だ」混在期を

経て、明治には「だ・D」に落ち着く。 
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表 9：打眠衣 

室町 1603 1611～ 

1717 

1741 1816 1849 1849 1861 1889 1896 

辞書 

10 種 

日葡 

辞書 

辞書 

4 種 

倭節用 

悉皆嚢 

いろは 

節用集 

永代 

節用集 

万 代 早

引 

江戸大 

節用 

和漢 

雅俗 

和英 

大辞典 

た T  た だ た だ た だ だ D  

           

           

              

    図 8：ためんごろも             図 9：だめんごろも 

    『節用集』1611      『永代節用無尽蔵』1849 

    国会図書館蔵       味の素食の文化センター蔵 

           

            

５．９ 雨打・雪打（ゆた） 

 「雨打（ゆた）」は、仏塔・仏堂などに各層の屋根とその下の差掛け部分のことで、禅宗建築にいう。

今回調査した辞書類では、「雨打」と書いて「楼閣二階」と語釈を与えていたのが、江戸中期になると、

「雪打」と書いて「雨戸／あまど」と注釈するように変わり、1886 年の『和英語林集成』でも the outside 

or raindoors と訳されている。 

 表 10 に示すように、『日葡辞書』には記載がないが、それ以前の室町時代、その後の江戸時代を通

して、ふりがな・綴りは「ゆた」、yuta で変わりない。 

 

表 10：雨打・雪打（ゆた） 

室町 1611~80 1717 1816 1831 1849 1861 1886 1889 1896 

辞書 

7 種 

辞書 

2 種 

合類大 

節用集 

いろは 

節用集 

永代 

節用集 

万代 

早引 

江戸大 

節用集 

和 英 語

林集成 

和漢 

雅俗 

和英 

大辞典 

た た た た た た た T た T 

 

          

           

           

  図 10：雨打      図 11：雪打  

  ゆた「楼閣二階」             ゆた「アマド」1861  

     『節用集』室町末期               『江戸大節用海内蔵』    

  国会図書館蔵      国文学研究資料館蔵 
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５．１０ 金打（きんちょう）・毬打（ぎっちょう）・打擲（ちょうちゃく）・面打（めんちょう） 

 「打」を「た／だ」でなく「ちょう」と読む見出し語は、「金打」「毬打」「打擲」「面打」で、「打」

は歴史的仮名遣いでは「ちやう」だが、江戸時代に入ると、「てう」と書かれている場合がある。これ

は、「ちやう」と「てう」がともに拗長音化して発音に区別がなくなっていたための混乱である（５．

２参照）。例えば「打擲」の「打」は、1603 年の『日葡辞書』では Chǒ と綴られ、口の開きの広い音

であることを示しているが、1886 年の『和英語林集成』の CHŌ からは、現在と同じオ列長音になっ

ていたことがわかる。 

 「金打」は、1598、1603、1830、1849、1886、1889、1889-91、1896、1907 の 9 種の辞書に出ており、

国語辞書は「ちやう」、日台大辞典は発音に準じて「ちょお」と表記している。 

 「毬打」は、1597、1680、1849『永代節用集無尽蔵』、1861、1889 の 5 種に「ちやう」、1717、1741、

1849 の 3 種に「てう」、1830 の 1 種に「ちよう」が使われている。なお、「毬打」のほかに「毬杖」と

書いて「ぎつちやう」に充てる辞書もあるが、それは除いた。「毬打」は毬を打つ槌の形の杖（棒）に

色糸を加えてつくった玩具、あるいはこれを用いた正月の遊戯を指すことから、一旦廃れた武技とし

ての打毬とは別に、室町・江戸期の辞書に継続して見出し語となっていたもののようである。 

 「打擲」は室町中期から明治にかけての 20 種の辞書に載っている。「てうちゃく」が 1717、1815 の

辞書に現れるが、9 種の辞書で「ちやうちやく」、日台大辞典が「ちょおちゃく」、『日葡辞書』Chǒchacu、

『和英語林集成』と『和英大辞典』CHŌCHAKU で、いずれも現代仮名遣いで「ちょう」のバリエー

ションである。 

 「面打（顔面を打つこと）」は、室町時代の辞書には載っているが、『日葡辞書』を境にして、江戸

期に入ると、辞書から姿を消す。『文明本節用集』『饅頭屋本節用集』『運歩色葉集』『落葉集』『日葡辞

書』の 5 種の辞書に見出し語があり、「ちやう」または chǒ と書かれている。 

 このように、「打」の「ちやう（一部てう）」字音語「金打」「毬打」「打擲」「面打」は、表記のバリ

エーションはあるが、一貫して現代の「ちょう」に通じる仮名やローマ字表記が行われてきた。表１

に示したように、このうち『現代書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』に現れるのは「金打」と「打擲」

の 2 語に過ぎないが、中世から近世にかけては、現在よりも種類の限られた「打（た/だ）」字音語とそ

れなりに均衡を保ちながら使われていたように見える。 

 

５．１１ 「た／だ」が混在する江戸中期～明治中期 

 最後に、「た／だ」の交替が辞書上に見られる「打成一片」「打破」「打飯」「打眠衣」「雨打/雪打」の

5 語について、「だ」が現れる江戸中期から明治中期にかけて、どのように交替が推移したのかを表 11

にまとめてみたい。この 5 語は、いずれも禅宗とともに伝わった語で、室町時代の辞書に「た」、1603-04

年の『日葡辞書』に記載があれば、T で始まっていた。江戸時代も 1717 年の『合類大節用集』までは、

「た」で載っていたものである。 

 初めて「だ」が現れるのが 1741『倭節用悉皆嚢』で、「打飯」と「打眠衣」の 2 語である。「打成一

片」「打破」に「だ」が付されるのは、1815『蘭例節用集』からであり、「雨打・雪打」（ゆた）は明治

に至るまで「た」のままである。 

 「だ」初出の後も「た」と「だ」が混在し、1896 年の『和英大辞典』に至っても、その状態は変わ

らない。また、「た」か「だ」かは、特定の語、特定の辞書によらない。混在の理由として、ひとつに 

は、これらが古くからある語であり、辞書編纂時には、当然、先行辞書を参照し、踏襲することが挙 
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表 11：「た／だ」混在期 

 1741 1743 1815 1816 1830 1849 1849 1861 1886 1889 1896 1910 

 倭節用 女節用 蘭例 いろは 文章 永代 万代 江戸 集成 和漢 和英 漢和 

打 成

一片 

  だ だ た た  だ T た T  

打破   だ た    た  だ  だ 

打飯 た ・

だ 

た  だ  た だ た     

打眠衣 だ   た   た だ  だ D  

雨打    た  た た た T た T  

 

げられる。また、「だ」と読むことがあるようになっても、それが辞書に反映されるには一定の時間が

かかるだろう。現代でも、新語や新しい用法・アクセントなどが報告されるようになっても、それら

が辞書に掲載されるまでには、常に時間差があるのと同様だったのではないだろうか。 

 だが、４．１で触れたように、日本語歴史コーパス（CHJ）の 1894 年の用例「舊來のものは盡く打

破せられたり。」（女学雑誌）に「だは」とふりがながふられており、この時期には「打」が「た」で

なく「だ」と読まれていたことがわかる。さらに、1907 年の『日台大辞典』、1910 年の『漢和大辞林』

に載っている「打」字音語は、「打撃」「打診」等の、今日でも使われる（表１参照）ものが多いが、

ふりがなは、（「打擲」などの「ちやう」字音語以外は）すべて「だ」に統一されており、この時期に

は、「打」の字音として「だ」が定着していたものと考えられる。 

 

６．まとめと今後の課題 

 本調査の結果をまとめると、次のようになる。鎌倉時代の漢和辞典、平仄字書などには、「打」の字

音として呉音「ちやう」、漢音「てい」が載っているが、「た」はまだ現れていない。次に、室町時代

から江戸中期までの国語辞書では、禅宗に基づく「打」字音語のふりがなに「た」が使われるように

なる。それが転換し、「だ」の早い例が現れるのは、江戸中期、1741 年の『倭節用悉皆嚢』からだが、

その後も明治中期に至るまで、「た」「だ」の混在が続く。この期間は、禅宗とともに日本語に入って

きた語が新しい字音で読まれ始める時期だと言える。 

 さて、明治末期の辞書を見ると、表１に挙げたような、現代でも使われている「打」字音語が現れ、

振り仮名が「だ」で統一されていることから、字音「だ」が定着したことがわかる。  

 表１の掲載語（現代語でよく使うもの）は、鎌倉時代初出の「打開」「打破」、江戸末期初出の「打

倒」を除くと、ほとんどが明治以降の語であり、また、その多くが野球用語でもある。低頻度の語と

して「打擲」「金打」があるが、42 語中、それを除く 40 語が「だ」と読まれており、「打」の字音とし

て「た」があったことは、ほとんどわからなくなっている。 

 これらのことを通して、「打」字音の「た」から「だ」への変化には、次の 1・2 の 2 段階があるの

ではないかと考えられる。 

 0：古くから伝わる語が古い字音で読まれている。 

 1：古くから伝わる語が一部新しい字音で読まれ始める。 
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 2：新しく造られた語が新しい字音で読まれる。 

新語が増え、高頻度に使われるようになると、新しい字音が定着する。新しい字音と古い字音との関

係には、時期によって、並存・一方が優勢・一方が独占するといった形が考えられよう。「打」は、江

戸中期から「た」「だ」の並存期が始まり、恐らく明治に入って「だ」が優勢となり、明治末期には、

増加する新語が「だ」と読まれることによって、今回調査した辞書の範囲では、「だ」が「た」をほぼ

駆逐してしまったように見える。 

 日本語の漢字音には、このように、新しい字音が古い字音を見えなくしてしまうものだけでなく、

複数の字音が並存しているものも多い。一方、「打（た→だ）」のように変化した他の漢字音は少なく

なく、多く慣用音と呼ばれる。そのような各字音の変化のタイミングは、いつごろだろうか。また、

他の漢字音の変化は、上に挙げた 2 段階のステップを経ているだろうか。これらの疑問については、

今後の課題としたい。 
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